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　前報に引き続き，2006年５月から10月までの関の傾斜観測結果について報告する．第１図に各

観測点の配置とそのステーションコードを示す．これまでに各観測点で使用してきたデータ伝送装

置を，2006年４月にHi-netで使用している装置に変更した．これに伴い，今回より観測点のコード

をHi-netに倣って，この図に示すとおりに変更した．第２図に各観測点における傾斜の毎時値を並

べて示す.第２図の配置は,概ね,第１図に示す観測点の西方から東方に向けての順番としている．

また,第２図の下部には各図中の代表点における日降水量を示す.作図上のフルスケールは20μadian

であり，各図の下方向への変化が，南北成分では北下がり，東西成分では東下がりになっている．

第３図以降は特別なイベントに関連した図である．今期間中で特筆される変化は以下の通りである．

　ＳＭＤＨでは６月の中旬頃から異常な変化が生じ始めている．初期の頃は，１日から10日程度続く

変化とともに１～２時間程度に亘る変化が１目に１回から数回程度の頻度で重なって生じている．

変化の方向は両変化とも同じである．継続時関がやや長い変化は７月上旬には生じなくなり，以後

は継続時間の短い変化だけがずっと続いている．上記の異常変化は観測点の近くに最近整備された

水井戸の稼動による水位変化が原因となっている．１日以上に亘るやや時間の長い変化は揚水試験

によるものであり，１～２時間程度に亘る変化は日常的に使用する水の汲み上げによるものと思わ

れる.

　MKBHでは東海地域で生じていた長期的なスロースリップに伴う変化を捉えてきていたが凪こ

のスロースリップが2004年中頃に収束したことを前報で述べた2）.第３図に1994年１月１日から

2006年11月30日までの関の傾斜変化を示すが，この観測点では2004年中頃以降，極僅かな東下

がりの変化が続いている．この変化は長期的なスロースリップに伴う変化とは明らかに異なるが，

スリップが生じ始める前とも異なる.2004年の中頃以降，これまでとは異なる現象がこの地域で生

じているものと推察される．

　四国から紀伊半島を経て愛知県東部にかけての地域では，短期的なスロースジップが群発的な深

部低周波地震（微動）の発生とともに繰り返し発生していることが明らかになっているが3）4）5），

2006年８月下旬からもこの深部低周波地震が愛知県と長野県の県境付近で発生した．第４図にこの

地震の震央とその周辺に位置する傾斜観測点の分布を示す．また各観測点における傾斜記録を第５

図に示す．この図では潮汐成分と気圧成分はBAYTAI）-G6）を用いて取り除いてある．この地震活動

は８月28日から始まり，30日から活発化し，９月１日にはほぼ収まっている．活動が活発化した頃

　（図中，破線で示す）から，ＳＵＭＨ，ＴＨＡＴ，ＨＫＷＨで変化が生じ始めている．変化量はいずれも

O.0≒radian以下である．極小さな変化であり，また他の変化も重なって生じているために変化量

を正確に読み取ることは困難であるが，変化の方向は，概ね，SUMHでは東下がり，TAT’Hでは南

ないしは南南西下がりである．ＨＫＷＨでは東西成分が雨の影響を受けているためにこの成分の変化

方向は読み取れないが，南北成分では北下がりである．これまでと同じように深部低周波地震の

発生とともに短期的なスロースリップが生じたと考えられる．
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　上記の他に2006年11月に伊東市の周辺で打見地震が発生し，これまでと同じように　この活

動に伴う変化を活動域の周辺にある観測点で捉えているが，この変化については次号で報告する.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(山本英二，中島柿介)
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第１図　地殻傾斜観測点の分布

　Fig.I　Distribution of crustal tiltobservation stations.
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　Fig2(b)
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　Fig.2(c)
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　Fig.2(d)
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Flg.3

1996 2000 2002 2004 2006

ＭＫＢＨにおける傾斜記録（1994年１月１日～2006年11月30日、

トレンドは除いてある）.

Detrended tiltrecord at MKBH from Jan. 1、1994 to Nov. 30､2006.
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2006年の８月末に愛知県東部で発生した低周波地震の震央分布（気

象庁の一元化震源）及びその周辺の傾斜観測点

Fig.4　EPicenter distributionofthe low frequency earthquakes and thelocation of

　　　　thevicinitytiltstations.
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15

ｓＵＭＨ，ＴＨＡｒ，ＨＫｗＨＭＲＩＨにおける傾斜記録．図中の破線で示す時期から

異常な変化が始まっている.

Tiderenloved tiltrecord at SUMH，THAT，HKWH and MRIH in the period from Aug･

10to Sep. 10,2006.Broken line shows starttime of anomalous tiltchange.
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